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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国の政策動向や東アジアにおける地政学的リスクの高まり

による世界経済の不確実性が懸念される中、政府による経済政策を背景に企業収益や雇用環境の改善が続くなど、

緩やかな回復基調で推移しました。 

  住宅業界におきましては、低水準の住宅ローン金利や各種住宅取得支援策が下支えし、新設住宅着工戸数は底堅

い動きを見せているものの、前年度比では勢いに鈍化が見られました。 

  このような情勢のもと、当社グループは中長期的な経営戦略に則り、既存市場におけるシェア拡大に加え、幼稚

園や保育園などの園舎への対応を強化するなど、非住宅市場の開拓に取り組みました。また、海外事業におきまし

ては、平成29年９月に当社グループ100％出資の子会社PT. Eidai Industries Indonesia（インドネシア国ブカシ

県）を設立しました。同社では、キッチン、収納及び室内ドアの製造・販売を計画しており、平成30年上期におけ

る操業に向けて準備を進めております。 

  これらの結果、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高32,614百万円（前年同四半期比1.7％増）、営

業利益885百万円（同17.7％減）、経常利益1,028百万円（同6.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益728百

万円（同22.5％減）となりました。 

 

  セグメントの業績は次のとおりであります。 

（住宅資材事業） 

  建材分野では、引き続き、表面化粧材に高級銘木を使用した「森の逸品、銘木フローリング『銘樹』」のブラン

ド強化に取り組むとともに、室内階段の正寸プレカットの更なる拡販に向けてビルダーへの提案を強化しました。 

  内装システム分野では、非住宅市場の開拓の一環として園舎などの文教施設に対して、室内ドアや収納製品を積

極的に提案しました。また、生産拠点におきましては、多品種少量生産をさらに効率的なものにするため、生産体

制の見直しを図りました。 

  住設分野では、当社の強みであるステンレス加工技術を活かした製品の提案を強化し、既存販売先のシェア拡大

と新規顧客の開拓を推進しました。 

  これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は29,306百万円（前年同四半期比1.6％増）、セグメント利

益は1,728百万円（同1.1％減）となりました。 

 

（木質ボード事業） 

  木質ボード事業では、引き続き、文教施設や医療施設を始めとする非住宅市場に対して、空気環境に配慮した素

材パーティクルボードや化粧パーティクルボードの提案を強化するとともに、各生産拠点におきましては、更なる

生産性向上やコストの低減に注力しました。 

  しかしながら、企業間の販売競争が一層激化した影響により、当第２四半期連結累計期間の売上高は3,216百万

円（前年同四半期比3.0％増）、セグメント利益は30百万円（同82.6％減）となりました。 

 

（その他事業） 

  当社グループは、上記事業のほか、不動産有効活用事業、太陽光発電事業を推進しております。 

  なお、アスベスト処理工事や処理薬剤の販売などを担う環境事業は、平成29年９月末をもちまして新規対応を終

了しております。 

  当第２四半期連結累計期間の売上高は91百万円（前年同四半期比20.4％減）、セグメント利益は46百万円（同

1.6％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,800百万円増加し、72,600百万円となりま

した。主な要因は、現金及び預金、投資有価証券がそれぞれ増加したことによるものです。

  負債は、前連結会計年度末に比べ1,161百万円増加し、23,744百万円となりました。主な要因は、未払金が増加

したことによるものです。

  純資産は、前連結会計年度末に比べ638百万円増加し、48,856百万円となりました。主な要因は、配当金の支払

いがあったものの、その他有価証券評価差額金が増加したこと及び親会社株主に帰属する四半期純利益を計上した

ことによるものです。
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（キャッシュ・フローの状況） 

  当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動により2,056百

万円の資金を獲得し、投資活動に770百万円、財務活動に385百万円の資金を使用したことにより、前連結会計年度

末に比べ896百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には13,872百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動によるキャッシュ・フローは2,056百万円の増加（前年同四半期は745百万円の増加）となりました。

その主な要因は、税金等調整前四半期純利益1,024百万円、その他負債の増加1,070百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動によるキャッシュ・フローは770百万円の減少（前年同四半期は729百万円の減少）となりました。そ

の主な要因は、生産設備等の有形固定資産の取得による支出627百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動によるキャッシュ・フローは385百万円の減少（前年同四半期は627百万円の減少）となりました。そ

の主な要因は、配当金の支払額385百万円によるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  今後の景気見通しにつきましては、世界経済の不確実性が企業収益を下押しするリスクとして残されてはいるも

のの、緩やかな回復基調を維持すると考えております。 

  なお、平成30年３月期通期の連結業績予想につきましては、平成29年５月12日に公表しました計画から変更はあ

りません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,176 13,072 

受取手形及び売掛金 19,653 19,251 

電子記録債権 3,528 4,163 

有価証券 1,000 1,000 

製品 4,727 4,555 

仕掛品 2,344 2,368 

原材料及び貯蔵品 4,217 4,378 

繰延税金資産 287 290 

未収入金 1,547 1,442 

その他 177 195 

貸倒引当金 △2 △2 

流動資産合計 49,658 50,716 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,936 4,849 

機械装置及び運搬具（純額） 2,864 2,974 

土地 4,034 4,034 

建設仮勘定 102 263 

その他（純額） 275 278 

有形固定資産合計 12,213 12,399 

無形固定資産 527 540 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,273 7,805 

出資金 7 7 

長期前払費用 445 392 

繰延税金資産 109 109 

その他 577 662 

貸倒引当金 △13 △33 

投資その他の資産合計 8,399 8,944 

固定資産合計 21,141 21,884 

資産合計 70,799 72,600 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 13,145 13,002 

電子記録債務 160 163 

未払金 4,533 5,613 

未払費用 679 722 

未払法人税等 558 352 

未払消費税等 181 265 

賞与引当金 548 563 

その他 50 133 

流動負債合計 19,856 20,816 

固定負債    

繰延税金負債 194 344 

退職給付に係る負債 2,130 2,199 

環境対策引当金 42 41 

負ののれん 251 236 

長期預り保証金 92 92 

その他 13 11 

固定負債合計 2,725 2,927 

負債合計 22,582 23,744 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,285 3,285 

資本剰余金 1,370 1,370 

利益剰余金 41,890 42,233 

自己株式 △441 △441 

株主資本合計 46,104 46,447 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,882 2,231 

為替換算調整勘定 400 328 

退職給付に係る調整累計額 △169 △150 

その他の包括利益累計額合計 2,113 2,409 

純資産合計 48,217 48,856 

負債純資産合計 70,799 72,600 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 32,077 32,614 

売上原価 23,651 24,107 

売上総利益 8,426 8,506 

販売費及び一般管理費 7,349 7,620 

営業利益 1,076 885 

営業外収益    

受取利息 12 11 

受取配当金 56 97 

仕入割引 15 16 

為替差益 － 26 

負ののれん償却額 14 14 

持分法による投資利益 34 43 

雑収入 36 37 

営業外収益合計 171 246 

営業外費用    

売上割引 71 70 

為替差損 37 － 

雑損失 43 33 

営業外費用合計 151 103 

経常利益 1,095 1,028 

特別利益    

固定資産売却益 2 0 

投資有価証券売却益 233 － 

特別利益合計 235 0 

特別損失    

固定資産除却損 27 4 

特別損失合計 27 4 

税金等調整前四半期純利益 1,302 1,024 

法人税等 362 295 

四半期純利益 940 728 

親会社株主に帰属する四半期純利益 940 728 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 940 728 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △22 348 

為替換算調整勘定 △244 △71 

退職給付に係る調整額 18 18 

その他の包括利益合計 △248 295 

四半期包括利益 691 1,024 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 691 1,024 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,302 1,024 

減価償却費 699 713 

負ののれん償却額 △14 △14 

持分法による投資損益（△は益） △34 △43 

賞与引当金の増減額（△は減少） 12 15 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 21 69 

退職給付に係る調整累計額の増減額（△は減少） 26 26 

受取利息及び受取配当金 △69 △108 

為替差損益（△は益） 40 △0 

固定資産売却損益（△は益） △2 △0 

固定資産除却損 27 4 

売上債権の増減額（△は増加） △614 △240 

投資有価証券売却損益（△は益） △233 － 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,022 △40 

その他の資産の増減額（△は増加） △490 11 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,062 △121 

未払費用の増減額（△は減少） 23 44 

その他の負債の増減額（△は減少） 257 1,070 

小計 994 2,409 

利息及び配当金の受取額 73 114 

法人税等の支払額 △323 △466 

営業活動によるキャッシュ・フロー 745 2,056 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △200 △200 

定期預金の払戻による収入 200 200 

有形固定資産の取得による支出 △937 △627 

有形固定資産の売却による収入 2 0 

無形固定資産の取得による支出 △74 △150 

投資有価証券の取得による支出 △7 △0 

投資有価証券の売却による収入 283 － 

その他 4 7 

投資活動によるキャッシュ・フロー △729 △770 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △282 △0 

配当金の支払額 △344 △385 

財務活動によるキャッシュ・フロー △627 △385 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △20 △5 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △633 896 

現金及び現金同等物の期首残高 13,293 12,976 

現金及び現金同等物の四半期末残高 12,660 13,872 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  平成28年４月１日  至  平成28年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注１） 

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注３） 
  住宅資材 木質ボード 計 

売上高              

外部顧客への売上高 28,839 3,122 31,962 115 32,077 － 32,077 

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

0 627 627 － 627 △627 － 

計 28,840 3,749 32,590 115 32,705 △627 32,077 

セグメント利益 1,748 175 1,924 46 1,971 △894 1,076 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産有効活用事業、環境

事業及び太陽光発電事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  平成29年４月１日  至  平成29年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注１） 

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注３） 
  住宅資材 木質ボード 計 

売上高              

外部顧客への売上高 29,306 3,216 32,523 91 32,614 － 32,614 

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

0 663 664 － 664 △664 － 

計 29,307 3,880 33,187 91 33,278 △664 32,614 

セグメント利益 1,728 30 1,759 46 1,805 △919 885 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産有効活用事業、環境

事業及び太陽光発電事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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